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研究成果の概要（和文）：保育者のインクルーシブな環境意識を構築する巡回相談においては、①相談対象児は
保育者が同僚と確認しながら保育で確かに気になると認識した子どもであることを最大限尊重すること、②保育
者はカンファレンスにおいて話し合った内容から、保育環境を改善・実現するための学びを確実に得ているこ
と、③相談対象児の発達の状況やその背景に応じて、行動観察だけでなくその発言に注目することや、カンファ
レンスの進め方を工夫しながら保護者も交えることが可能なこと、さらにはインクルーシブな保育環境そのもの
に焦点を当てた相談を進めることも、保育者の意識や現状の改善には効果的であることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：In itinerant consultation aimed at building inclusive environmental 
awareness among nursery teachers, it is important to: ① Respect children identified as needing 
attention in the care environment as consultation targets, as recognized by nursery teachers after 
cross-checking with their colleagues. ② Nursery teachers have demonstrated that they effectively 
acquire knowledge from conference discussions to improve and realize an inclusive childcare 
environment. ③ Based on the developmental status and background of the consultation target 
children, nursery teachers should not only observe their behavior but also pay attention to their 
verbal expressions, and it should be possible to incorporate guardians into the conference 
discussions by adjusting the procedures. Furthermore, focusing consultations on the inclusive 
childcare environment itself has been shown to be effective in raising awareness and improving the 
current situation for nursery teachers.

研究分野： 教育心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の社会的意義の一つ目は、巡回相談が相談対象児の発達支援のみならず、保育者の保育環境を改善する保
育支援の役割を持つことを確かめた点にある。心理の視点からは発達に問題がないと思われる子どもの相談で
も、保育環境の課題を考える保育支援の観点から捉えることの重要性を明らかにした。二つ目は保育支援を含み
こんだ相談では、子どもの状況や背景に応じて、新たな技法を導入することで、子ども理解や保護者との協働が
深まり、インクルーシブな保育環境を実現することにつながることを明らかにした点にある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 2001 年に WHO で採択された国際生活機能分類や、2014 年に日本が批准した障害者権利条
約において、障害に対する支援は心身や身体の機能面に限らず、活動や参加の状態に影響を及ぼ
す環境面への支援も重視されるようになった。障害児保育でもどのような背景のある子どもも
保育の活動に参加することを実現するインクルーシブ保育が目指されるようになり、その変化
に応じた保育の支援が求められるようになった。 
 保育施設に対する障害児の巡回相談はこれまで障害児の発達支援のあり方を相談する場とし
て機能してきた。発達障害の概念が広まった後も、従来の子どもの発達支援だけでなく、保育者
の保育支援にも有効だと言われてきた。保育支援の側面については、巡回相談の副次的な支援と
とらえられることが多かったが、2000 年代以降、保育者の相談対象に対する概念を変容させ、
保育環境を改善する原動力となるとする研究が増え、実際の保育支援のあり方やその効果につ
いて検討する必要があった。 
 
２．研究の目的 
（１）障害児や気になる子に対する保育者の認知過程の解明 
巡回相談のコンサルテーションで取り扱う対象となる、保育者の保育環境における保育概念

が日常保育でどのような認知過程を経て生じたのかを解明する。具体的には保育者が保育の中
で様々な情報を知覚し、解釈や意味づけを行い、巡回相談で語る状況として概念化するまでの
過程を明らかにすることで、巡回相談で保育者が語る内容の理解が深まることを期待できる。 

 
（２）保育者が保育活動でインクルーシブな環境を認識し、改善・実現しようとする認知過程の
解明 
 実際の巡回相談において、インクルーシブな環境づくりに焦点を当てた相談をしたとき、保育
活動や保育者の子どもに対する認知がどのように変容したかを明らかにする。具体的にはイン
クルーシブな環境の構築を目的とした指標を巡回相談での観察・カンファレンスに導入し、どの
ように保育者の意識や概念が変容したかを明らかにする。 
 
（３）保育者の認知過程に効果的に介入できる相談技法と相談モデルの開発 
 上記の（１）と（２）を踏まえ、保育者がインクルーシブな環境を効果的に認知できる相談技
法について検討し、その技法を導入した巡回相談のあり方を検討・開発する。具体的には、従来
の巡回相談では保育観察・カンファレンスという流れにおいて、（２）のような指標だけでなく、
子どもの理解とその理解に応じた保育環境を考えるための手法を考案し、それを実際に行うこ
とでどのような効果があったかを検証する。 
 
３．研究の方法 
（１）保育者へのインタビュー調査 
 研究の目的（１）に照らして、保育者がどのように発達が気になる子どもを認識しているのか
を明らかにするため、保育者に巡回相談の対象となる子どもが保育の中で気になる子どものと
して認識する過程についてインタビュー調査を行い、そのデータを質的に分析した。 
 
（２）保育環境に対する保育者の認識に対する質的・量的調査 
 保育で保育者がどのようにインクルーシブな環境を認識し、保育者同士の保育カンファレン
スの中でどのように学びを得ているのかという認知過程を、日常の保育カンファレンスを観察
し、その記録を質的に分析することで、保育者による保育環境の改善を実現するための学びがど
のように行われているかを検証した。また、保育者を対象にインクルーシブな保育環境に対する
質問紙調査を作成し、2000 人規模の悉皆に近い調査を行った。 
 
（３）新たな技法の導入とインクルーシブな環境を測定する指標を用いた相談モデルの検討 
 巡回相談の相談技法に２つの手法（①対象児の言葉に着目し、詳細に記録してカンファレンス
で検討する、②オープンダイアログの対話理論を背景としたリクレクション・プロセスを用いた
カンファレンスを実施する）を導入し、その経過を分析するとともに、保育におけるインクルー
シブな環境を測定する Soukakou（2016）の研究用 Inclusive Classroom Profile（ICP）を用い
て保育場面を観察して評定し、巡回相談を経るごとにどのようにスコアの変化があるかを測定
して、その効果を検証した。また、Soukakou（2016）の ICP そのものの結果をカンファレンスの
話題として導入し、ICP の各領域について保育者とともに検討することで、インクルーシブな環
境についての意識がどのように高まり、指標を測定した結果としてもどのように変化したかを
測定して、その効果を検証した。 
 
４．研究成果 
 目的ごとにその成果について報告する。 



（１）障害児や気になる子に対する保育者の認知過程の解明 
 乳児期の子どもを保育する保育者を対象にインタビューを実施し、乳児期の子どもを担当す
る保育者が対外的に「気になる子」を認識するようになる心理的プロセスの可視化を目的とし、
保育者にインタビュー調査を行った（三山 2019）。その内容を M-GTA で分析した結果、保育者の
心理プロセスが保育者が気にする子どもの特徴や、保育者集団での問題の共有の問題、発達障害
との関連から結果図（図１）において明らかにされた。この結果から、巡回相談の対象児は保育
者にとって、保育者同士の検証を経て「気になる」と確信した子どもを相談対象として挙げてい
ることが分かった。従って、巡回相談では保育観察からは子どもの気になる特徴が顕著でなかっ
たとしても、問題ないと安易に結論づけられないと考えられ、現在の保育環境では確かに気にな
る子どもとして、保育支援が重要になる可能性があることを意味する。保育者が相談に挙げた経
緯を丁寧に聞き取り、相談に応じていくことが重要であることが示された。 

 
（２）保育者が保育活動でインクルーシブな環境を認識し、改善・実現しようとする認知過程の
解明 
 まず、日常的に行われている保育カンファレンスに焦点を当て，その話し合いの内容を質的に
分析した。その結果，専門性の向上は振り返りの促進と子どもに寄り添う視点にもとづいて，保
育場面の語りを循環的に省察することによって生まれていることが分かった（三山・五十嵐
2020）。また専門性の向上におけるさまざまな学びが生じる条件を検討した結果，3 つの水準の
3条件によって保育者の学びが分岐することが明らかとなった（図２）。 

 また、インクルーシブな保育環境の構築についての意識態度を測定する尺度を作成し、保育者
に質問紙調査を実施した（三山 2022）。その結果、保育の理念は保育現場に浸透してきているも
のの、支援が必要な子どもと集団との関係は理想と現実のずれが大きいことが分かった。また、
このずれに対する保育者のネガティブな意識に対しては、研修で保育者の関心を高め、自主的・



積極的に保育者が研修を受ける支援の重要性が示唆された。 
 
（３）新たな技法の導入とインクルーシブな環境を測定する指標を用いた相談モデルの検討 
 インクルーシブな保育環境の意識を保育者に持たせ、改善・実現することが期待される２つの
技法を巡回相談に導入し、その効果を検討した。まず、ひとつめの技法として、相談対象児が保
育中に示した発言に着目し、その発言にいたる状況やその発言による心情を保育カンファレン
スにおいて丁寧に検討することで、知的に問題ない、あるいは軽度の発達障害児の相談において
は、本人の困り感に即した子ども理解とその対応が可能になることを明らかにした（三山 2022）。
次に、ふたつめの技法として、精神保健領域のカンファレンスにおいて注目されているダイアロ
グ（オープンダイアログやアンティシペーションダイアログ）を巡回相談の保育カンファレンス
に適用し、その効果を検証した。リフレクティング・プロセスを導入した相談では、カンファレ
ンスで話されるトピックの種類が多く、保育者の発言に「保育の振り返り」が多くなる割合が高
くなり、問題状況やそれにかかわる子どもの理解を多角的に捉えられる可能性が示された（五十
嵐 2023）。また、発達の遅れが気になる外国につながりのある子どものケースでは、オープンダ
イアログ・アンティシペーションダイアログを導入して、保護者とともにカンファレンスを行っ
た事例を検証した（五十嵐・三山 2024）。その結果、保育者と保護者の間で子どもの理解や問題
状況の理解が深まるとともに、これからの保育を協働して考えあう関係性が生まれたと考えら
れた。 
 また、上記の研究においてインクルーシブな環境の変化を領域ごとに把握するために使用し
ていた ICP をそのまま園内カンファレンスの研修ツールとして導入し、その効果を検証した（三
山・五十嵐 2024）。カンファレンスを分析すると、最初は ICP の各項目の内容やスコアで足りな
い点の話題が多いものの、計 3回のカンファレンス全体を通してみれば、どの項目も十分な時間
を割いて話し合われ、ICP 各項目の意味や意義が確認されていった。その結果、各項目の内容が
その後の日常の保育でも繰り返し意識されるようになり、スコアも上昇した。第 3回のカンファ
レンスで各項目を複合的に参照しながらの話し合いになったのもその効果だと思われ、ICP を利
用した園内研修の有効性が示唆された。ただし、ICP には欧米の幼児教育を前提としていたり、
年齢による発達の影響を受けやすいため、実施にはその点を考慮・改良する必要性が感じられた。 
 
 以上の成果から、保育者のインクルーシブな環境意識を構築する巡回相談においては、①相談
対象児は保育者が同僚と確認しながら保育で確かに気になると認識した子どもであることを最
大限尊重すること、②保育者はカンファレンスにおいて話し合った内容から、保育環境を改善・
実現するための学びを得ていること、③相談対象児の発達の状況やその背景に応じて、行動観察
だけでなくその発言に注目することや、カンファレンスの進め方を工夫しながら保護者も交え
ることが可能なこと、さらにはインクルーシブな保育環境そのものに焦点を当てた相談を進め
ることも、保育者の意識や現状の改善には効果的であることを明らかにできた。 
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